
不 易 (第3号)。。00。ee● 不 易 (第3号)

「余
暇

・
生
涯
学
習
研
究
会
」
の
経
過
報
告

昨
年
、
当
財
団
機
関
誌

「不
易
」

の
創
刊
号
で
ご
紹
介
し
た
右
記
研

究
会
の
渚
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

岡
山
の
余
暇
に
関
心
が
高
い
１０

名
の
委
員
の
方
々
と
こ
の
分
野
で

は
第

一
人
者
で
あ
る
瀬
沼
克
彰
氏

（桜
美
林
大
学
教
授
）
と
白
石
嘉
宏

氏

（
（財
）余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
部

長
）

・
鈴
木
直
人
氏

（経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）
の
こ
協
力
に
よ
り
、

通
算
５
回
の
委
員
会
と
朽
回
に
及

ぶ
小
会
議
を
通
し
て
研
究
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

当
研
究
会
の
目
的
は
、
働
き
盛

り
の
世
代
を
中
心
に
余
暇
の
意
識
、

余
暇
活
動
の
実
態
と
余
暇
活
動
の

障
害
と
な

っ
て
い
る
要
因
を
調
査

し
、
創
世
紀
に
向
け
て
の
新
し
い

余
暇
の
意
義
と
重
要
性
を
提
言
す

る
こ
と
で
し
た
。
委
員
を
は
じ
め

顧
間

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
マ
の

熱
心
な
討
議
を
通
じ
て
、
色
々
な

実
態
と
問
題
点
が
見
え
て
来
ま
し

た
が
、
仕
事
を
き

っ
ち
り
や
り
な

が
ら
自
分
の
自
由
時
間
即
ち
余
暇

を
創
出
し
生
き
甲
斐

・
や
り
甲
斐

に

つ
な
げ

て
い
る
百
三
十
名
の

「余
暇
名
人
」
の
調
査
と
４０
才
～
５０

才
台
の
仕
事
で

一
番
多
忙
な
人
達

５０
名
の
余
暇
渚
用
の
障
害
と
な

っ

て
い
る
要
因
調
査
は
極
め
て
意
義

の
あ
る
も
の
で
し
た
。

戦
後
の
荒
廃
か
ら
経
済
大
国
を

達
成
し
た
日
本
の
価
値
観
や
パ
ラ

ダ
イ
ム
は
パ
ブ
ル
崩
壊
以
降
急
激

に
変
化
し
て
い
ま
す
。
極
論
す
れ

ば
、
従
来
常
識
と
考
え
ら
れ
て
い

た
価
値
観
が
非
常
識
と
考
え
ら
れ

て
い
た
価
値
観
と
転
換
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
従 第 3回研究会、討議の様子

来
は
仕
事

一
途
の
人
は
高
く
評
価

さ
れ
、
余
暇
を
と
る
人
に
は
批
判

的
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
世
の
中
は
モ
ノ

・
カ
ネ

か
ら
ヒ
ト
中
心

へ
と
転
換
し
、
や

り
甲
斐
や
生
き
甲
斐
な
ど
コ
コ
ロ

の
豊
か
さ
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
経
済
か
ら
文
化
重
視

へ
の
潮

流
も
コ
コ
ロ
の
豊
か
さ
と
大
い
に

関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

従
来
は
自
分
達
の
専
門
用
語
が

通
用
す
る
人
達
と
の
付
き
合
い
に

よ
る
価
値
観
で
の
発
想
が
多
か

っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

違

っ
た
分
野
の
違

っ
た
価
値
観
を

持

っ
た
損
得
に
無
関
係
な
人
達
と

の
交
流
を
通
し
て
大
衆
が
本
当
に

望
ん
で
い
る
も
の
の
気
配
を
洞
察

す
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
志
を
同
じ
く
す
る
人

達
と
地
域
文
化
の
振
興
を
は
じ
め

渚
性
化
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を

通
し
て
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と

に
よ
り
自
分
を
再
発
見
し
、
や
り

甲
斐
や
生
き
甲
斐
を
実
感
す
る
こ

と
が
コ
コ
ロ
の
豊
か
さ
に
繋
が
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
劉
世
紀

へ
の
掛
け
橋
が

「余
暇
」
で
あ
り
、

ま
た

「仕
事
」
と

「余
暇
」
の
共

生
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

当
研
究
会
で
は
各
委
員
の
実
体

験
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
知
恵
と
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
方
の
専
門
知

識
か
ら
、
創
世
紀
に
向
け
て
の
新

し
い
余
暇
の
意
義
と
効
用
そ
し
て

余
暇
創
出
の
方
法
を
大
胆
に
仮
説

と
し
て
提
言
し
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。
余
暇
渚
用
の
基
本
は
勿
論

個
人
の
意
識
如
何
で
す
が
、
そ
の

前
提
と
し
て
こ
の
提
言
が
参
考
に

な
れ
ば
当
研
究
会
と
し
て
の
目
的

は
半
ば
達
成
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

小
冊
子
の
発
刊
は
９
月
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
批

判
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（代
表
　
長
尾
俊
男
）

連
体
が
明
け
て
世
の
中
が
平
常

の
姿
に
戻
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
姿
は
相
変
わ
ら
す
不
況

に
あ
え
ぐ
重
苦
し
い
も
の
で
、
自

然
界
の
よ
う
に
生
き
生
き
と
し
た

様
子
は
見
当
た
ら
な
い
。
朝
夕
だ

け
で
な
く
平
国
の
昼
間
も
街
に
は

車
が
あ
ふ
れ
、
人
々
の
い
ら
い
ら

は
つ
の
る
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
も
や
る
人
は

や
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
号
で
紹

介
し
た
岡
山
市
立
開
成
小
学
校
、

灘
崎
か
げ

っ
こ
な
ど
は
そ
の
代
表

で
あ
ろ
う
。
ま
だ
ま
だ
多
く
の
学

校
園
や
文
化
渚
動
団
体
の
人
た
ち

が

一
生
懸
命
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

当
財
団
は
そ
う
い
う
人
た
ち
に

光
を
当
て
て
輝
か
せ
て
い
き
た
い

と
願

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
教

育
も
文
化
も
今
年
度
の
助
成
総
額

を
増
額
し
た
。
文
化
で
は

「伝
統

文
化
懇
話
会
」
を
創
設
す
る
こ
と

に
な
り
、
◆
後
、
両
財
団
の
真
価

が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
精

一
杯
が
ん

ば
っ
て
い
く

つ
も
り
で
あ
る
。

（須
賀
）

〔題
字
は
谷
口
澄
夫
理
事
長
書
〕

ア`イ ■■:!姿
騨

第 5回研究会、まとめ方の協議

『伝
統
文
化
懇
話
会
』の
創
設

理
事
長
　
谷

口
　
澄

夫

当
財
団
は
、
岡
山
県
内
の
地
劫

文
化
の
振
興
を
設
立
の
目
的
に
掲

げ
て
お
り
、
平
成
９
年
度
か
ら
、

ま
す
、
地
域
の
現
代

（生
活
）
文

化
を
中
心
と
す
る
文
化
渚
動
団
体

の
活
動
と
、
併
せ
て
古
く
か
ら
岡

山
県
内
に
根
付
い
て
い
る
伝
統
的

な
文
化
の
保
存
、
継
承
や
、
調
査

研
究
に
対
し
て
も
助
成
を
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

過
去
三
年
間
の
経
過
を
通
観
す

る
と
、
こ
れ
ら
文
化
洒
動
団
体
の

真
摯
な
渚
動
に
い
さ
さ
か
な
り
と

も
貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で

の
助
成
の
対
象
が
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
現
代
文
化
に
重
点
が
置
か

れ
て
お
り
、
本
来
の
目
的
で
あ
る

伝
統
文
化
の
振
興
と
い
う
点
で
は

◆

一
つ
と
い
う
感
じ
が
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る
。

不
易
流
行
の
視
点
か
ら
見
れ
ば

伝
統
文
化
は
不
易
で
あ
り
、
こ
れ

が
基
と
な
る
。
現
代
文
化
は
流
行

で
あ
り
、
流
れ
る
水
が
濁
り
を
清

め
澄
ま
す
が
如
く
、
常
に
我
々
に

新
鮮
な
風
を
送
っ
て
く
れ
る
か
ら
、

こ
れ
を
な
お
ざ
り
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、　
一
方
で
は
、
岡
山

県
の
吉
備
文
化
を
始
め
と
す
る
伝

統
文
化
を
等
閑
に
す
る
こ
と
は
、

本
末
転
倒
に
堕
す
る
所
以
で
あ
り
、

当
財
団
と
し
て
は
、
こ
の
両
者
の

パ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
適

切
に
助
成
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

折
し
も
岡
山
県
は
今
年
三
月
、

岡
山
県
文
化
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
策
定

委
員
会
の
会
議
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
そ
の
内
容
は
、
当
財
団
の
ね

ら
い
と
す
る
事
柄
に
深
い
関
連
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
、

県
当
局
と
も
十
分
連
絡
を
取
り
な

が
ら
こ
の
懇
話
会
を
運
営
し
て
い

き
た
い
。

当
面
、
伝
統
文
化
に
か
か
わ
る

専
門
家
や
実
践
者
十
名
程
度
で
会

を
組
織
し
、
伝
統
文
化
を
守
り
、

そ
の
渚
用
と
次
代

へ
の
継
承
に
努

め
る
人
た
ち
を
支
援
し
、
更
に
、

伝
統
文
化
の
担
い
手
を
育
成
す
る

た
め
の
方
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

開
成
小
学
校
の
校
名
は
、
中
国

の
易
経
の

「開
物
成
務
」
（人
の
未

だ
知
得
せ
ざ
る
所
を
開
発
し
、
人

の
成
さ
ん
と
す
る
所
を
成
し
て
こ

れ
を
金
う
す
る
）
に
由
来
し
ま
す
。

そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
自
分
自

身
で
す
べ
き
こ
と
を
見
つ
け
出
し

て
い
る
児
童
の
様
子

（平
成
十
年

度
）
を
こ
紹
介
し
ま
す
。

各
学
年
が
取
り
組
ん
で
い
る
総

合
学
習
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

一
年
…
う
さ
ざ
の
飼
育
等

三
年
…
や
ざ
の
飼
育
等

三
年
…
ビ
二
十
ル
八
ウ
ス
で
の

い
ち
こ
栽
培

四
年
…
ト
ン
ボ
王
国
を
作
る
等

五
年
―
大
豆
の
栽
培

六
年
…
開
成
の
水
と
共
に
歩
む
等

い
す
れ
の
学
年
も
み
ん
な
で
話
し

合
い
決
め
た
内
容
だ
け
に
、
学
習

を
通
し
て
い
く
過
程
で
生
ま
れ
た

心
温
ま
る
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

す
べ
て
を
お
伝
え
で
き
な
い
の
が

本
当
に
残
念
で
す
が
、
こ
こ
で
は

三
年
生
の
学
習
を
取
り
上
げ
ま
す
。

み
ん
な
が

一
つ
に
な

っ
て
挑
戦

し
た
い
ち
こ
が
や

っ
と

一
ク
ラ
ス

分
熟
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
家
の

人
に
見
せ
て
あ
げ
て
か
ら
…
と
学

級
で
は
ど
う
し
て
も
食
べ
ら
れ
な

い
子
ど
も
が
何
人
か
い
ま
し
た
。

い
ち
こ
作
り
が
成
功
し
た
の
は
、

農
家
の
方
や
先
生
方
の
協
力
に
支

え
ら
れ
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
を

児
童
は
よ
く
分
か

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
米
養
士
の
先
生
か
ら
い
ち

こ
の
お
い
し
さ
の
秘
密
や
栄
養
を

教
わ
る
と
、
病
気
の
人
や
お
年
寄

り
に
手
紙
を
添
え
て
い
ち
こ
を
届

け
ま
し
た
。
お
礼
の
便
り
に
、
児

童
は
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

優
し
い
心
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い

る
児
童
の
お
話
を
有
り
難
う
こ
ざ

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（岡
田
）
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教
育
振
興
財
団

平

成

１１

年

度

事

業

計

画

福
武
教
育
振
興
財
団
は
、
平
成

＝
年
３
月
１９
日
の
理
事
会
で
、
平

成
＝
年
度
の
事
業
計
画
を
決
め
た
。

《
基
本
方
針
》

平
成
相
年
度
は
、
平
成
相
年
度

の
方
針
を
継
承
し
、
平
成
相
年
度

に
始
め
た
新
し
い
試
み
を
発
展
的

に
続
け
る
と
と
も
に
、
「岡
山
県
の

教
育
」
に
対
す
る
更
な
る
支
援
の

拡
大
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
の
見
直
し
を
図
り
、
新
た
な

取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

特
定
公
益
増
進
法
人
に
な

っ
て
二

年
目
を
迎
え
る
年
度
の
た
め
、
財

政
基
盤
の
強
化
を
図
り
財
団
設
立

の
目
的
で
あ
る
岡
山
県
の
教
育
の

発
展
の
た
め

一
層
努
力
を
傾
注
す

る
。

《
主
な
事
業
と
内
容
》

１
　
表
彰
関
係
事
業

・
福
武
哲
彦
教
育
賞

県

・
市
町
村
教
育
長
等
の
推
薦

に
よ
り
、
教
育
の
研
究
と
実
践
に

著
名
な
業
績
を
上
げ
て
い
る
教
育

者
叉
は
団
体
に
贈
る
。
副
賞
五
十

万
円
及
び
記
念
メ
ダ
ル
。
総
額
百

五
十
万
円
。

２
　
助
成
関
係
事
業

ア
　
教
育
研
究
助
成

教
育
の
実
践
的
研
究
を
助
成
。

総
額
八
百
万
円
に
増
額
、　
一
件
の

上
限
二
十
万
円
。

イ
　
図
書
助
成

図
書
館
の
図
書
等
購
入
費
を
助

成
す
る
従
来
の
図
書
助
成
の
復
渚
。

総
額
三
百
八
十
万
円
、　
一
件
の
上

限
十
万
円
。

ウ
　
教
育
研
究
大
会
等
助
成

教
育
研
究
団
体
の
研
究
大
会
等

開
催
費
を
助
成
。
原
則
上
限
県
大

会
十
万
円
、
中
国
四
国
大
会
十
五

万
円
、
全
国
大
会
二
十
万
円
。

３
　
調
査
研
究
事
業

ア
　
海
外
教
育
事
情
調
査

今
年
第
１０
回
を
迎
え
、
定
例
の

調
査
に
加
え
て
特
別
企
画
調
査
も

実
施
す
る
。

イ
　
県
内
教
育
事
情
調
査

助
成
し
た
学
校
園
の
教
育
実
践

の
様
子
を
訪
間
調
査
す
る
。

４
　
広
報

・
啓
発
事
業

講
演
会
、
研
究
成
果
報
告
会
、

調
査
報
告
会
等
を
開
催
す
る
。

福
武
文
化
振
興
財
団
は
、
平
成

相
年
３
月
１９
日
の
理
事
会
で
、
平

成
引
年
度
の
事
業
計
画
を
決
め
た
。

《
基
本
方
針
》

平
成
１１
年
度
は
、
前
年
度
の
成

果
を
踏
ま
え
、
問
題
点
を
改
善
し

て
助
成
事
業
の

一
層
の
充
実
に
努

め
る
。
ま
た
、
「伝
統
文
化
に
つ
い

て
の
調
査
研
究
」
を
進
め
、
広
報

活
動
を

一
層
充
実
さ
せ
て
、
財
団

の
設
立
目
的
の
遂
行
に
努
め
る
。

《
主
な
事
業
と
内
容
》

―
　
助
成
関
係
事
業

ア
　
文
化
活
動
助
成

イ
　
調
査
研
究
助
成

地
域
文
化
に
か
か
わ
る
渚
動
や

調
査
研
究
を
す
る
団
体
や
個
人
を

助
成
す
る
。
総
額

一
千
万
円
に
増

額
、　
一
件
の
上
限
二
十
万
円
。

２
　
調
査
研
究
事
業

ア
　
文
化
活
動
団
体
の
リ
ス
ト

及
び
資
料
の
収
集

イ
　
文
化
渚
動
団
体
の
渚
動
実

態
調
査

前
年
度
助
成
し
た
団
体
の
渚
動

の
様
子
を
訪
間
調
査
す
る
。

ウ
　
余
暇

・
生
涯
学
習
研
究

「余
暇

，
生
涯
学
習
研
究
会
」

の

一
年
間
の
調
査
研
究
の
成
果
を

ま
と
め
る
。

工
　
伝
統
文
化
に
つ
い
て
の
調

査
研
究

岡
山
県
に
お
け
る
伝
統
文
化
の

実
態
を
調
査
し
、
そ
の
保
存
、
継

承
、
後
継
者
の
育
成
等
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

３
　
広
報

・
啓
発
事
業

ア
　
教
育

・
文
化
講
演
会

教
育
振
興
財
団
と
共
催
で
年
間

二
回
開
催
す
る
。

イ
　
文
化
関
係
助
成
報
告
会

活
動
成
果
の
共
有
と
情
報
交
換

の
場
と
し
て
開
催
す
る
。

教育振興財団理事会
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文化振興財団理事会

カレンダー

5月
◎福武哲彦教育賞
◎教育研究助成

◎図豊助成

推薦、応募締切
いすれも5月 31日 まで
◎伝続文化懇話会スタート

6月
◎教育・表彰、助成
選考委員会

◎教育、文化 理事会

7月

◎文化関係助成公募開始
◎教育・贈呈式
◎海外教育・文化事情調査
実施

8月
◎教育・文化請演会

◎海外教育事情調査報告会

◎文化関係助成応募締切
8月 31日 まで

9月
◎「不易」第4号発行
◎文化・審査委員会

10月
◎海外教育事情調査実施

◎文化・贈呈式

11月
◎伝続文化懇話会
◎教育・助成成果報告会

文
化
振
興
財
団

(財)福武教育振興財団 平成 11年度助成募集の概要
成 〔要望の多い図書助成を復活 !〕

1目 的
教育方法及び教育内容等に関する実践的研究を助
成し、主として学校教育の発展に資することを目的
とします。
昨年度に引き続き今年度も課題研究を重視します。
また、図書館助成|よ教育研究助成に含めることとし
ます。
2 研究種別
課題研究
① 狙[土理解
② 環境教育
③ 個性を生かす教育
④ 地域及び家庭の教育力
⑤ しヽきしヽきとした読書活動
⑥ 授業に生きる学校図書館
⑦ 情報適用能力をつける学校図書館
③「生きる力を|よぐくむ教育」への取り組み
③ どの子にも居場所のある学級・授業づくり
自由研究 (上記以外)
3 応募資格
岡山県下の保育園、幼稚園、小学校、中学校、高
等学校、特殊教育諸学校、専門学校の教職員及び教
育委員会の所轄に属する教育研究機関の職員及びこ
才1に準するもので、個人また|よグループ。
4 助成件数・助成額
40件程度とし、総額|よ 800万円。
(1件の上限|よ 20万円)
※◆年度|よ、教育研究助成の予算を増額してしヽます。

1目 的

多くの方やからのこ応募をお待ちしてしヽます。

■・ ■・ ■・ ■・ ■・ .■ .■ .・■・ ■・ .■ .■ .・■・ ■・ .■ .■ .・■・ ■・ B■ .■ .・■・ ■・ .■ .■ .・■・ ■・ .■ .■ .・■・ ■・ ■・ ■・ □・ ■・ ■・ .■ .■ .・■・ ■・ .■ .■ .・■・ ■・ .■ .■ .・■・ ■・ ■・ ■・ ■・ ■・ ■・ .L DE.■ .■ .・■・ ■・ ■・ ■・ ■・ ■

図書館の図書等の充実による図書館利用の進展と

読善渚動の振興に資することを目的とします。
2 応募資格
岡山県下の保育園、幼稚園、小学校、中学校、高
等学校、特殊教育諸学校、専門学校。

原則として、次の各項目の一つ以上に該当する学

校園を優先して助成します。
ア 僻地  イ 小規模  ウ 定時制
工 新設  オ 災害等特別な事情
3 助成件数・助成額
38件程度とし、総額 |よ 380万円。
(]件の上限|よ 10万円)

1目 的
教育方法及び教育内容などの研究発表の場である

教育研究大会等の開催を支援することにより、主と

して学校教育の発展に資することを目的とします。
2 対象・助成額
教育研究大会等を主催する教育研究団体を対象
とし、助成額|よ原則として県大会 ]0万円、中国四
国大会 ]5万円、全国大会 20万円を上限とします。

ヒ

に

ち

は

「灘
崎
か
げ

っ
こ
」
は
、
十
名

の
メ
ン
バ
ー
が
、
手
作
り
の
影
絵

作
品
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
渚

動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

桜
花
満
開
の
こ
ろ
、
Ｊ
Ｒ
宇
野

線
迫
川
駅
近
く
の
製
作
現
場
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。

影
絵
は
、
黒
い
紙
を
切
り
抜
い

て
、
カ
ラ
ー
セ
ロ
八
ン
を
張
り
、

Ｏ
Ｈ
Ｐ
に
投
影
さ
せ
ま
す
。
動
き

と
色
彩
、
光
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
幻
想
的
な
世
界
が
で
き

あ
が
り
ま
す
。

新
作

「花
咲
き
山
」
の
ビ
デ
オ
を

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ゆ
っ
た

り
と
し
た
歌
声
と
と
も
に
闇
の
中

か
ら
タ
イ
ト
ル
が
浮
か
び
、
た
ち

ま
ち
お
話
の
世
界
に
引
き
込
ま

れ
て
い
き
ま
す
。
後
で
、
シ
ナ
リ

オ
も
音
楽
も
手
作
り
と
お
間
き
し

て
、
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
の

う
え
、
舞
台
裏
で
は

一
人
何
役
も

こ
な
し
、
見
事
な
場
画
展
開
も
、

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
効
果
音
も
、
わ

す
か
十
人
の
メ
ン
パ
ー
が
生
で
演

「灘
崎
か
げ

つ
サと
■

代
表
　
島

山

良

子

じ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
ピ
ー
ン
と

張
り
つ
め
た
気
持
ち
を
ぐ
ん
ぐ
ん

集
中
さ
せ
て
、
み
ん
な
が
ひ
と
つ

に
な

っ
て
や
り
遂
げ
る
充
実
感
が

た
ま
ら
な
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

何
度
も
作
り
直
し
た
り
、
プ
ロ
の

公
演
か
ら
表
現
方
法
を
学
ん
だ
り
、

丁
寧
に
生
み
出
さ
れ
た
作
品
は
、

十
五
を
超
え
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
、
小
さ
な

ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
に
機
材
を
積

ん
で
、
私
た
ち
に
、
夢
と
感
動
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。
（佐
マ
木
）こどもたちに影絵を指導することもあります

図書助成

教育研究大会等助成

◎ 応募方法…財団所定の申請書により応募して

くださしヽ。

◎ 締  切…平成]1年 5月 3]日 (当日消E日有効)
◎ 審査決定…審査委員会等で審査し、理事会で

決定、6月下旬に通宍日します。

① 教育研究大会等助成は予算範囲内で随時
受け付けます。
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